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・研究手帳・

経済原則と

経済法則

平　野 蕃

　社会が祉会として存続するた

めに，まもらなければならない

原劉というものが，　あるであ

う。いわば，超歴史的な法面嚇生

であり，そのような原則が，特

窪の歴史的社会でとる形態規定

を法則といって，荷齎を区溺す

る人がある。宇野弘蔵教授の経

済原則と経済法劉の使い分：ナな

ど，そのよき例である。

　最近，わたくしのBにとまっ

た山本：二三丸，趨塩：信雄両教授

の再生産論の新薯も，そのよき

例である。両氏とも，祉会が社

会として存続するための生産の

一般性と，その一般原則が，特

定の歴史的社会でとる特殊歴史

的法則をはっきり区鴉して論じ

ておられる。

　このことを，この数年間，わ

たくしが國心をもち続げてき

た，農業における商晶訓導…と自

給生産の闘牛にあてはめてみれ

ば，商品生産も自給生産も，と

もに，それが生産である以上と

もに支配される共通性（一般的

原則）と差別性（特殊法則）と

いうものが，考えられる。商品

生産と自給生産とが，一個同一

の農業経営内に並存しているメ

カニズムは，どのようなもので

あろうか。

　商品生産の経済法則と自給生

産の経済法期とは，どの点で共

通の地盤にたち，どの点で形態

・機能をわかつのであろうか。

　自給生産と商最生産とは，差

別性のみの上にたつ，水と油・

木に竹をついだような関係にあ

るのであろうか。

　自給生産の経済法劉と晶晶生

産の経済法則の共通性について

は，マルクスがロビンソン物語

のうちで，明快に指摘してい

る。

　貨幣も商品交換もない完全な

自給自足のロビンソン経済のう・

ちに「価値のいっさいの本質的

な諸規定が含まれている」とい

っている。

　自給生産といえば・なにか・

主観的な恣意のチヨウリヨウす

る場ででもあって，経済的な法

輪性がないような交章にぶつか

って，目をみはることがある。

　自給生産と商品生産とが，並

存している小農経済の歴史酌な

性格を論ずる段になれば，特定

の経済（たとえば，日本の資本

主義経済）の，さらにまた聯定

の段階規定として論じなければ

ならない。臼本：の襲業の商品生

産が英米の商業的農業のように

自生的にスムースにのびない理

由については，自給生産の基体

性といった観点からでなく，日

本の資本主義経済と農業との関

連を，資本1主義発展の特質：から

みなければならないであろうQ

けだし，アクテイヴな側面は商

品経済・資本主義の面であり，

パシイヴな防衛の立：場は自然経

済・自給経済の側だからであ

る。

．かりに，自給生産の存在が基

盤的な強面性を示すとしても，

それは，自給生産の基体性とい

ったアン・ヂツヒな観点からで

なく，霞本の資本主義自体が，

自給生産を残存せしめているメ

ヵエズムとしてみるべきで急な

かろうか。長期酌にみれば，日

本の農業も，自給的な雑穀作が

おとろえ，草肥農業が解体し，

馬産から酪農へと移行量んとし

て，商品生産が進展する方向に

あるのではなかろうか。

　　　　　　（東北大学教授）

水田酪農に封ず

る一つの問題点

渡辺以智四郎

　水田酪農と一口にいうもその

使い：方が稻明確を欠くように思

われる。水田を主体とするか飼

料畑を別に塗して家畜を飼育し

ている経営形態もあり，水星だ

けで家畜を飼っている場合も水

闘酪農と称しているようであ

る。然し「承田酪農」と銘をう

つ以上は水田専営で家畜（主と

して乳牛）を入れてるものを指

称することが妥当であると思

う。斯う限定して酪農問題を考

えて見たい。水田専営で家畜を

飼うということになると飼料作

物を栽培する諭積を必要とな

る。それで水田の～部を畑に還．

輸して飼料作物を作付けること

になる。この場合永久に畑地と

して利用する場含と，2，3年じ

位で又露顕に転換する場合とが

ある。後者の場合はこれを｝忌日

輪換或は爾畑輪作などといわれ

ている。そこで問題となるのは

出品の場合である。戦前に永由

の縫業試験場で附近の農家に移

囑して闘畑輪換の経営試験を行
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